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　在宅訪問歯科診療を中心に行う歯科
医院として2020年に開業した角田愛
美歯科医院には、現在、各所から診療
依頼が殺到しています。即日で食べら
れる口を再現する角田愛美先生に、患
者さんの生活まで見据えた在宅訪問歯
科診療と多職種連携の取り組みについ
て伺いました。

生活を見なければ問題は解決しない

　開業当時、患者さんの汚れた口腔内
を見て、訪問に帯同した看護師の鈴木
淳子さん（現・合同会社ラソンブレ代
表）に「ご本人のケアが不十分だからヘ
ルパーさんにも口腔ケアを頼もう」と
伝えたところ、返ってきた言葉は「で、
どうするの？」でした。歯科医師とし
て当然の指示と信じて疑っていなかっ
た私には、予想外の返事に衝撃を受け
ました。
　鈴木さんは開業から1年近く、一緒に
訪問先をまわった当院のスタッフです。
彼女は長く医療・福祉業界に携わり、
ケアマネジャーとしての経験も豊富で
した。ケアマネジャーは患者さんの生
活を守るために、さまざまな医療・福祉
サービスを緻密に計算しながらケアプ
ランを立てます。ホームヘルパーの力
を借りるなら、ケアプランに口腔ケア
が入っているかを確認することが重要
です。一方的な指示ではなく、口腔内
の現状とケアの方法をお伝えする必要

は言うまでもありません。そもそも、患
者さんの自立支援に寄与することが最
重要事項ですので、洗面所までの移動は
大変でも、ベッド周囲に歯ブラシのご用
意をしていただくだけで、ご自身による
衛生管理が可能になるかもしれません。
患者さんの生活の質の向上、自立への支
援について、歯科医療者として多職種の
方々とともに考えていくことの重要性
をこの時、初めて気づかされました。

ケアプランを読むことの大切さ

　看護師である鈴木さんからは生活を
見ることの大切さを徹底的に教わりま
した。もう一つ彼女から教わったこと
にケアプランがあります。
　胃ろうのある患者さん（93歳）のケー
スです。彼女は胃ろうの状態で退院さ
れ、嚥下評価にてゼリーは大丈夫である
ことは確認していました。しかし、ケア
プランには「お寿司が食べたい」としっか
り記載されていました。それを見た鈴木

さんから、「在宅のチーム全体で、あら
ためて“この目標へ向かう”という意識
の統一が必要なのでは」との指摘を受け
ました。この時、実は患者さんは「今後
もゼリーしか食べられないのだ」と絶望
し、体調回復が鈍化していました。私
はこの時点まで、在宅生活における目
標設定の重要性に気づけていなかった
のです。すぐに、医科の先生はじめ多
職種の方々に相談し、「『お寿司を食べる』
を目標に一緒に頑張っていきましょう」
と患者さんに伝え、再度嚥下評価をチー
ムで行いました。すると腰が痛くて椅
子に座るのもやっとの方でしたが、「痛
くてもちゃんと座って食べる評価を受
ける」と言うのです。最終的に、お寿司
だけでなく、胃ろうを外そうかという
提案が医師から出るまでに回復されて
います。患者さんの想いと生活を支え
るケアプランを共有し、多職種で支え
あうことができれば、予想以上の機能
の向上を見ることがある、とあらため
て気づかされた出来事でした。ケアプ

ランを知らずに、歯科治療プランは立
てられないことを深く心に刻みました。

噛んで食べられる義歯の修理・作製

　訪問先では噛んで食べることをあき
らめている高齢者とたくさん出会いま
す。たいていの場合、以前は何の支障
もなく義歯を使用していた方々です。
では、どうしてこのような問題が起き
るのでしょうか。
　原因の1つ目は、老化またはその方の
疾患における体の変化に対して適切な
治療と義歯の修理、調整が行われておら
ず、放置されたままの現状があるからで
す。炎症を持った残根の上に義歯を形成
していたり、何度も修理を重ね咬合が
狂ってしまっていたり、義歯床が破折し
ていたり、人工歯が脱離していたり、鉤
歯の歯が抜けていたりする補綴物によ
く遭遇します。2つ目が、極度に吸収し
た顎堤などの体の変化に対応した義歯
の作製が不十分である場合があります。
　現在訪問先では100歳を超す患者さ
んを見ることは珍しくありません。さら
に、皆何らかの疾患があり要介護の状態
ですから、生活の状態を鑑みて抜歯も含
む適切な義歯の改良を短時間、短期間で
行うと、大変喜ばれることが多いです。

在宅訪問歯科に対するニーズの増大と
対応　

　2024年度の介護報酬改定では、口腔
連携強化加算が新設されました。この改

定により、これまで以上に口腔の問題に
対し、共通の目的をもって協働する在宅
訪問歯科が求められると予想されます。
　近年では、築40年以上のマンション
群や団地群の高齢化が進むと同時に、
高齢の親御さんを地方から呼び寄せて
同居する世帯が増えており、都市部に
おいてはこのような形の人口の増加と
高齢化が進んでいます。
　訪問診療は外来設備を必ずしも準備
する必要がないため、開業を希望する
先生にとってスタートを切りやすいと
も考えられます。しかし、在宅訪問歯
科においては外来診療では経験しない
以下の2点、①暮らし重視の治療方針
（例えば慢性炎症のある歯に対しては、
保存治療より抜歯を選択するなど）、
②多職種連携が必要です。口腔清掃に
とどまらない、在宅での「歯科治療を行
う」現場を知っていた方が有利です。ご
興味のある先生方はぜひ当院にお声が
けいただければと思います。ともに今
後数10年先まで続く日本の抱える社会
問題に対応していきましょう。
　
連携とはお互いを補完しあうこと　

　連携を行っていくには、全身疾患や
介護について学ぶ必要がありますが、
必要以上に身構えることはありません。
以前、医科の先生から「飲み込みができ
ないので入院を考えている。喉頭がんも
疑っているため耳鼻科医のいる病院を
探しているが、まずは在宅で先に嚥下評
価をしてほしい」と依頼がありました。

内視鏡も持ち、万全の体制で訪問した
ものの、口の中を見た瞬間におおよその
原因が分かりました。壊れ果てた義歯
が口腔内に入ったままで、食物残渣を
含めた様々な汚れが口腔内をびっしり
と覆っていたのです。すぐに衛生的な
処置を行い口腔内の状態、嚥下の状態
などの写真や動画を含めて担当医と共
有し、その後すぐ栄養改善などのため、
入院の手はずを整えていただきました。
口腔は医療、生活面の両方にわたり重要
な器官であり、どの分野の方々ともパー
トナーシップを築くことができます。
私たち歯科医療者は、このような利点
に富む「口腔」を専門とするため、むし
ろ多職種と関係性を築きやすいとも考
えられます。そのため信頼されるよう
になると、驚くほど多くの依頼をいた
だきます。言い換えれば、他職種とパー
トナーシップを築ける歯科こそが現場
から求められているとも言えます。口
腔衛生にとどまらず、生活を見据えた
共通の目的を持ち、口腔の形態回復と
機能の向上の実践、さらにそれらを共
有することは、他職種連携に他ならな
いと思います。

多職種とのパートナーシップを築く
生活を見据えた在宅訪問歯科診療

東京都江東区　角田愛美歯科医院
院長　角田 愛美　

訪問診療には自動車が必須。使い勝手を工夫
した手作りの棚にはさまざまな器材が整然と
並ぶ。

角田愛美歯科医院の外観。東京都の江東区を
中心に、隣接する墨田区、江戸川区などで在
宅訪問歯科を行っている。

訪問先で相談員に連絡する角田先生。一日中、
訪問先をまわっているため、携帯電話やタブ
レット端末が手放せない。

スタッフの教育用に小型アクションカメラで
治療の様子を動画で撮影している。

「顎堤吸収などにより変化する口腔に合わせ
て、義歯も常に調整する必要がある」と角田先
生。



3 4Dental Magazine Dental Magazine

Close UpClose Up

角田先生のお話は「DENTAL LIFE DESIGN」
でもご覧いただけます。
デンタルマガジンで載せられなかったお話も掲載。
ぜひそちらもご一読ください。

　9年前に脳出血で入院し、現在は
自宅で左手足の麻痺のリハビリを続
けるAさん（53歳）。1年前に顎の痛
みで食事が難しくなり、担当医経由
で当院に相談がありました。この日
は開口や舌のリハビリを中心に、首
や肩の筋肉群の運動も行いました。
「咀嚼筋は首まわりの筋肉と共同で動
くこと、また、飲み込みには姿勢維
持が大切なため、口腔以外について
も診ていきます」と角田先生。時には
リハビリ職の方から学ぶこともある

そうです。「リハビリについて疑問が
ある時は、こちらからリハビリ職の
先生にアプローチします。待ってい
るだけでは誰も教えてくれません」。
　Aさんは在宅訪問歯科が毎週ある
ことについて、「生活の雰囲気が明る
くなって気持ちに張りが出ます」と言
います。大手総合商社に勤務してい
た経験を活かし、今は自宅で経理事
務の仕事を請け負うAさん。「要支援
や要介護の患者さんにも仕事があり、
散歩もして、こんなに豊かな暮らし

があります。病院での治療が終わっ
たら終了ではなく、本当の勝負は退
院後なんです」と角田先生は話します。

　パーキンソン病を患うBさん（92
歳）はクラウンの脱離をきっかけに
在宅訪問歯科をスタートしました。
主訴に対する治療が終了した後、歯
科治療の終わりを示唆された奥様に
対して、角田先生から訪問の継続を
提案されました。「パーキンソン病
により嚥下障害から栄養低下を引き
起こすこともあるため、口腔機能と
摂食嚥下機能の維持は重要であるこ
とを説明いたしました。すぐに奥様、
ケアマネージャーともに歯科介入の
継続にご理解をいただきました」。
　Bさんは在宅訪問歯科を毎週楽し

みにしていますが、この日はなかな
か目覚めてくれません。バイタル
チェックのほか、今朝の食事や排
泄の様子を奥様からヒアリングした
後、角田先生は担当医科クリニック
の相談員に電話します。「ただの疲
れなのか、原疾患の進行の症状の一
つなのか私にはわかりません。だか
らこそ、こういう際にはすぐに医科
へ状況を伝えます。歯科からも声を
上げておけば、先生方も注視してく
ださいます」。
　ほどなくして目を覚ましたBさ
ん。奥様は在宅訪問歯科について次

のように話します。「歯の状態が良
く今朝も牛肉を食べましたし、毎晩、
晩酌を楽しんでいます。先生たちが
明るく話しかけてくださるので私た
ちも気持ちが明るくなります」。

　2年前の大病をきっかけに在宅訪問
歯科を受けるようになったCさん（91
歳）は、口腔内にいくつかの残根があ
ります。心臓疾患があることや年齢
を考え、角田先生は抜歯を提案して
いますが、本人の強い希望により、
残根上義歯で生活を送っています。
　この日はクラスプが壊れていたた
め、応急的に義歯を治し、次回訪問
時に印象を採ることに。「高齢者に
とって、食事摂取に影響があると生
活の質の低下に大きくかかわること
もあるため、必ずその場で噛める状

態まで応急処置を行います。また、
壊れた原因を探り、今の口腔内の状
態に合わせて義歯を調整することも
大切です」。
　Cさんには、かかりつけ歯科医がい
ましたが、ケアマネジャーに相談し、
角田先生を紹介してもらったそうで
す。Cさんは「それぞれの患者に合わ
せてどうすればいいのかという軸に
立って考えてくださるので、ありが
たく思っています」と角田先生の印象
を話します。
　どの患者さんも角田先生たちの訪

問を楽しみにされていました。そし
て、診療を受けることで食べられる
こと、元気になれることに感謝を述
べていたことが印象的でした。

訪問歯科レポート　～訪問歯科の現場に同行しました～

　入院した高齢者が在宅復帰をする際
に専門職が集まってケアプランを立て
ますが、そこに歯科がいないことにずっ
と違和感を持っていました。口腔の観
点が抜けていると、しっかりとした栄
養が取れず、再び病院に戻ることにな
ります。地域包括ケアを成立させるた
めに、歯科の先生方には旗振り役とし

て、もっとこの分野に携わっていただきたいと強く願っ
ています。

　角田先生が行う在宅訪問歯科診療で驚
いた点は、どんなにひどい状態の義歯で
も、その場で食べられる状態に治してし
まう技術です。また、患者さんの生活ま
で見据えて義歯を製作・調整することに
も目から鱗が落ちる思いでした。

　在宅訪問歯科は外来とは違い、使用できる器具が限られ、
臨機応変さが求められます。スキルを磨くためにも若い先生
にこそ、在宅訪問歯科の現場を知って欲しいと思っています。

　高齢化が進み、歩行困難な方や口腔
状態が悪い方が増えています。100歳
以上の方も珍しくないため、体調の異
変は見逃さないように注意していま
す。高齢の患者さんと接することに躊
躇する歯科衛生士もいるかもしれませ

んが、患者さんを病人として見るか、一人の人間として
見るかの違いだと思います。一緒にお茶をするなど患者
さんとの交流は楽しく、そうした関係性を作り出せる在
宅訪問歯科にはやりがいが多くあります。

　訪問先では名前を覚えてくださる方
が多く、「今日はなおちゃん来るの？」
と電話をいただくと、頼りにされてい
るのだと感じ、嬉しく思います。在宅
訪問歯科は患者さんの自宅で行うため、
患者さんやご家族との距離がとても近

くなります。人と接することに楽しさを感じる方であれ
ば、楽しい仕事だと思います。

　患者さんはこちらの訪問のために時
間を調整してくださっているので、な
るべく時間通りに進められるように心
がけています。ただ、約束の時間に伺っ
ても患者さんがいらっしゃらない場合
があります。その時には安否確認を急

いで行います。
　部屋に上がると患者さんの心肺が停止していて、角田先
生と交互に心臓マッサージをしたことが一度ありました。無
事に一命を取りとめた時はホッとしました。在宅訪問歯科は
キャリアという点でも、さまざまな経験が積める仕事です。

　前職で病院勤務をしていた頃は、退院
しても戻ってくる患者さんが多いこと
に疑問を感じていました。在宅訪問歯科
に携わるようになり、多くの患者さんは
全身管理や生活のことに手一杯で、口腔
衛生まで気が回らないのだと感じてい

ます。だからこそ、もっと多くの歯科医院がこの分野に携
わって欲しいと思っています。在宅訪問歯科は歯磨きをす
るだけのイメージの方もいらっしゃると思いますが、実際
には口腔にまつわるさまざまなサポートをします。ご本人
もご家族も歯科に希望を見出す方が多く、そうした医療を
今後も提供できるように頑張りたいと思います。

　外来とは異なり、在宅訪問歯科は限ら
れた人数で対応しなければならず、歯科
衛生士業務はやることがたくさんありま
す。その分、活躍の場が多く、やりがい
を感じています。患者さんとの交流もこ
ちらが癒される場面が多々あり、充実し

た毎日を送っています。

角田先生とともに、訪問歯科診療に携わるスタッフの皆さんにお聞きしました
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  Case1　退院後の豊かな暮らしを支えるため

  Case2　覚醒しない患者さんへの対処

  Case3　年齢に合わせた歯科治療

スムーズな咀嚼や嚥下にはポジショニングも
重要。首や肩まわりの筋肉群の運動を行う。

Bさんの口腔ケアの様子。この日は口腔ケア
の他に、破損した部分義歯の相談も受けた。

「患者のことを第一に考えてくれるスタッフ
の皆さんに感謝です」とCさん。


